
Tenable® Professional Services が提供するクイックスタートパッケージは、お
客様の Tenable への投資にさらなる価値を与え、セキュリティチームがビジネ
スに対するサイバーリスクを可視化して予測し、リスクを低減させる行動を取
れるようにするという有意義な成果をもたらします。

企業には、動的なインフラストラクチャの脆弱性や不適切な構成を素早く正確
に特定するための包括的な戦略が必要です。その戦略は、エクスポージャーに
優先順位を付けて修正する方法を明確に示し、推奨してくれるものでなければ
なりません。

リモートとオンサイトの作業パッケージは、脆弱性管理プログラムを実行する
準備ができた企業のための複数のフェーズからなるサービスとして、 Tenable 
のデプロイメントをさらに強化するように設計されています。クイックスター
トパッケージは、企業の環境や目標にあわせてスケーリングすることができ、
Tenable.sc™ オンプレミスソリューションまたは Tenable.io®クラウドベースソ
リューションのカスタムデプロイメントを提供します。

本サービスパッケージの導入により、現代のアタックサーフェス全体にわたっ
て資産を検出して評価することが可能となり、脆弱性管理プロセスが簡素化さ
れ、修正作業に集中できます。

パッケージにはクイックスタートサービス、インストラクター主導のトレーニ
ングコースに利用できる引換券 (1 枚または複数)、そして最も高位のパッケー
ジには、導入の 1 年後にソリューションの最適化を行うフォローアップのヘル
スチェックサービスが含まれています。

サービスパッケージによって、脆弱性報告の目的の達成にかかる時間を短縮で
きるとともに、企業の成長と共に拡張できる強力で安定した基盤の構築が可能
になります。

成果主導型のサービスパッケージ -
Tenable Professional Services が

付加価値を提供

サービスによって
得られる成果

• 製品のインストールと構成の加速
Tenable の経験豊富なコンサルタン
トが、ビジネス目標に基づいたソリ
ューションの適切なインストールと
構成をお約束しますので、迅速な立
ち上げが可能となります。

• 業界トップクラスのプラクティスの
導入
Tenable が実践するエンタープライ
ズデプロイメントのベストプラクテ
ィスの導入と支援により、Tenable 
製品のすべての機能を活用して資産
を積極的に検出できるようにします。

• 運用上の知識と実践的な経験を拡張
パッケージには、サービス提供中の
知識の共有に加えて、インストラク
ター主導のバーチャルトレーニング
コースの引換券が含まれています。

• リスクベースの脆弱性管理の導入サ
ポート
リスクベースの脆弱性管理能力が継
続的にレジリエンスと有効性を発揮
していることをフォローアップサー
ビスで評価できます。
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主な利点
徹底した計画と設計

まずお客様と共同して、ネットワークの詳細やリスクベースの
脆弱性管理導入の目標に基づいた導入の対象範囲を明確にし
ます。

Tenable のコンサルタントによる素早い導入

次に、お客様の環境内で Tenable ソリューションをインストー
ルし、すべての資産に対応するように構成するのと同時に、ベ
ストプラクティスと整合を取りながら運用を検証します。

知識の共有と正式なトレーニング

Tenable のコンサルタントは、実践的なトレーニングを施すと
ともに、お客様と共同で作業しながら業界の知識やベストプラ
クティスを共有します。さらにクイックスタートパッケージに
は、お使いの製品にあったインストラクター主導のトレーニン
グコースに利用できる引換券 (1 枚または複数) が含まれています。

サービス後のソリューションの最適化

適切で有用なドキュメントへのリンクの提供を通じて、デプロ
イメントの維持管理を支援します。Optimize パッケージレベル
には、ソリューションの初期導入後に微調整を行う、フォロー
アップのヘルスチェックサービスも含まれています。

成長をサポート

企業は時と共に変化し、発展します。Tenable Professional 
Services は、変化し続けるビジネス要件にあわせてソリューショ
ンを常に調整できるように支援します。

経験豊富な Professional Services チーム

Tenable Professional Services の目標は、当社製品の導入を通じて最
も差し迫ったセキュリティ上の問題を解決し、企業がサイバーリ
スクを可視化、予測して低減させる行動を取れるようにすること
です。その実現のために、Tenable は長年にわたる業界での経験を
生かして、最も困難な課題に対しても果敢に取り組んでいます。

Tenable Professional Services と協働することにより、Tenable 製
品投資のより迅速な価値創出が可能になり、リスクベースの脆弱
性管理プログラムの成熟に向けて確実に前進していることが確信
できます。Tenable では、企業の個別のニーズに応えるために、
世界中のどこでもリモートやオンサイトで利用可能な、幅広い
サービスやトレーニングのポートフォリオを準備しています。

Tenable について

Tenable®, Inc. は、Cyber Exposure カンパニーです。世界中の 3 万
以上の企業が、サイバーリスクを正確に把握し、削減するために
Tenable を採用しています。Nessus®の開発者である Tenable は、
脆弱性に対する専門性をさらに広げ、あらゆるコンピューティン
グプラットフォーム上のデジタル資産を管理、保護できる世界初
のプラットフォームを展開しています。Tenable は、Fortune 500 
の半数以上、およびグローバル 2000 の 30% 以上の企業や、大規
模の政府機関などで採用されています。詳しくは jp.tenable.com
をご覧ください。
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企業規模と目標に最適なパッケージが選定できるように、Tenable の営業担当者がアドバイスいたします。

クイックスタートのサービスパッケージ

Deploy
Deploy パッケージは、製品の導入と運用を成功させて、良好な脆弱性評価プラクティスを構築すること
に重点を置いています。Tenable.io または Tenable.sc 用のクイックスタート Deploy サービスと、インス
トラクターが主導する Tenable.ioまたは Tenable.sc向けのトレーニングコースの引換券が 1枚含まれてい
ます。

Adopt

Adoptパッケージは、脆弱性管理プロセスを成熟させることに重点を置いており、計画と設計から始まっ
て実装と運用、そして基本的な統合へと進んでいきます (ServiceNow を除く)。このパッケージには、
Tenable.ioまたは Tenable.sc用のクイックスタート Adoptサービスが含まれており、さらに、インストラ
クターが主導する Tenable.io または Tenable.sc 向けのトレーニングコースの引換券が 2 枚含まれていま
す。また、フォローアップとして後日ヘルスチェックサービスを行い、ソリューションを微調整します。

Optimize

Optimize パッケージは、リスクベースの脆弱性管理ソリューションの完全な成熟を目指すものです。
Cyber Exposureワークショップで開始する本パッケージには、Tenable.ioまたは Tenable.sc用のクイック
スタート Optimize サービスが含まれており、ソリューション設計と実装、運用、統合のすべてのフェー
ズを網羅しています。また、インストラクターが主導する Tenable.io または Tenable.sc 向けのトレーニ
ングコースの引換券が 3 枚含まれています。さらに、フォローアップとして後日ヘルスチェックサービ
スを行い、ソリューションを最適化します。

までメール、またはこちらから : jp.tenable.com/contact
詳細については、こちらから : jp.enable.com/services
お問い合わせ : sales@tenable.com
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